























































































上田薫は 1942 年に京都帝国大学の文学部哲学科に入学し、1943 年 12 月に仮
卒業し学徒出陣という形で入営している。その後、1945 年 1 月には中国に出征し、
8 月 15 日を中国で迎えている。日本に復員したのは 1946 年 1 月で、その年の 9 月
から文部省に奉職して、戦後日本の新教育を作り出す重責の一端を担うこととなる。




















































0 0 0 0
と断定せず、実はありえない













































































































































































































































































































































0 0 0 0
を認めながら、まずかっとう
0 0 0 0
すべき価値を与えようとする浅見にとら
われる。かっとう














（８）大野僚『上田薫の人間形成論』学術出版会、2010 年、特に第 4 章参照。
（９）こうした上田薫の「動的相対主義」の道徳教育論について、桜井歓「道徳教育と良心の自由―勝田守一









『村井実著作集第４巻 道徳は教えられるか / 道徳教育の論理』（小学館、1987 年）をそれぞれ参照のこと。
（10）森昭『教育の実践性と内面性』黎明書房、1955 年、143-144 頁。
（11）同 上、2 頁。
〔付記〕本稿は 2010 年度二松学舎大学特別研究員制度の研究成果の一部であることを申し添えておく。
